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抄録 ：本研究は，近年 の 凵本人児童 7歳 か ら 12歳 （小

学校 ／年生か ら 6 年生 ）まで の 経年口 腔歯列模型 を調査

し，1964年 の 大坪 ら と比 較す る こ とに よ っ て，歯列弓

形態の 成長変化の 状況を 解明す る こ とを H 的 と した．

　資料 は 29名の 経年厂1腔歯列模型 と し，各年齢 に お け

る歯 列 弓長径，歯 列 弓幅径 お よび ヒ ド顎 第
一

大 臼歯 の 頬

舌的歯軸傾斜角を 計測 して 以 下の 結果を得た．

　1．歯列 弓長径の 年間増加 量 ピーク は，大坪 ら と比較

　　 し早期に み られ た が，12歳 に お い て E顎は 長 く，

　　 ド顎は 短 い 傾向を示 した，

　2．臼歯部幅径の 年間増加 量 の ピ ーク は，大坪 ら と比

　　 較 し早期 に み られ た が，12歳に お い て は 上下顎の

　　 歯列弓幅径は狭 い 傾向を示 した．

　3．ヒ顎 第
一
大 臼歯頬舌的 歯軸傾斜角 の 年 間増 加 量 の

　　 ピ
ー

ク は 8歳 で み られ ，歯軸は 頬側傾斜 か ら舌側

　　 方 向へ と変 化 した。下顎第
・
大 臼歯頬 ii的 歯軸傾

　　 斜角の ピークも1司様 に 8 歳で み られ，歯軸 は 舌側

　　 傾斜か ら頬側傾斜へ 変化 した．

　 以 ヒの こ とか ら，1964年の 大 坪 ら と比 較 し，近 年の

目本人児竜の 歯列発育の 特徴 は，早熟化傾向と歯列弓幅

径 の 狭小化傾向で あっ た，すなわ ち，年間増加 量 の ピー

ク は低年齢化 して い るが ，その 後の 成長 量 は 少な い こ と

が示 され た．また，ド顎 第一大 臼 歯の 歯 列弓 幅径 と頬 舌

的歯軸傾斜角は 同 時期に 年間増加量の ピ
ー

ク が み られ，

歯列 弓幅径の 狭 小化 に第
一

大 臼歯煩 舌的歯軸傾斜角 が 関

与 して い た．

　　　　　（Orthod　Waves−Jpn　Ed　2010；69（1）：23−35）

GroWth　change 　of 　denta且arch 　form 　in

　 　 　 　 　 mixed 　dentition

Abstract ：The　purpose〔｝f　this　slud ｝ was 　tQ　investigate　growth
change 　of　the　dental　arch 　by　examini11gthe 　delltition（ie，62　dental
casts）of　6−11−｝

・ear − old　Japanese　children ，　and 　comparing 　the

負ndings 　with 　those　obtained 　a　half− cen 血 ry 　ago ，　in　1964．
Arch　length，　denta！arch 　wi 〔1〔h，　alld　bucco・1ingual　inclinatioll　ill

負rst　rnolar　were 　measured 　and 　compured ，　The　peak　Qf　growth
change 　in　the　arch 　length　was 　seen 　atan 　earher 　stage　as α，mpared

with 　previ〔｝Lエs 血ndings ，　whereas 　at　age 　llyears　Lhe　nlaxilla　tended

to　be　longer　and 　the　mandlbic 　shortcr．　The　peak　of　growth　change
in　thewidth 〔〕f　the　m 〔）lars　was 　seen 　at とm 　earherstageas 　c〔，mpared

with 　beforc，　but　at　age 　ll　years，　the　dclltal　arch 　width 　tended 匸（，

narrow ．　The　peak　jn　t1ユe　growth　of　the　maxiUary 　bし1cco・hngual　in・

cli11ation　irl　first　molar 　was 　seen 　at　age 　7，　The　inclination　changed

in　directi〔m 　fmm 　a 　buccal　inclination匸〔〕the　lingual　side，　the　peak
in　the　growth　of　the　rnatユdibu［ar　bucco．hllgual　inc［ination　in　first
rnolar　was 　also　seen 　at　age 　7，　and 　thc　inclinatiorユ changed 　from　a
lingual　inclination　rc） avertical 　direcrion，
These　findings　suggest 　thet　growtll　in　the　dentitior1〔，f　 m ⊂）dem
Japanese　children 　shows 　earlier　nlaturity 　and 　a　narrowing 　of　the

denta［arch 　width 　 as　 colllpared 　with 　children 　ilユ1964，　This　sug −

gests　that　although 　the　peak　of　growth　occurred 　at　an　early　age ，
there　was 　httle　sしlbsequent 　gmwth ．　Furtherm⊂〕re，　a　growth　peak
was 　seen 　at　the　same 　period　in　the　dental　arch 　width 　and 　bucco．

1ingtia！inc！ination　o正　the　rnandibular 　Iirst　nlolar，　and 　the　bucco・
Iingual　inclinatめn　in　first　molar 　contributed 　to　the　narrowirlg 　of

the　dcnta］arch　wldth ．

（Orthod　Waves−Jpn　Ed　2010：69（1）：23　35）
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　近 年，R本人の 体位は著 しく向 11し，］970年 と比

較し男子で は
’F均4．8・cm ，女 r一は 3．9　cm 増加 した

1−T〕
，

一
方，体位は向 E した もの の 運動能力は低 ドし，小中

学校で の 運動能 力の 向．Lに 国 を挙げて 取 り組ん で い

る
H〕
，歯科領域で は，近年の il本人 の 食習慣は 食品加

工 技術が著し く進歩した こ とで，硬 く歯ごた えの あ る

食品が減少 し， 軟食化傾向 に な っ て きて い る
O　 LL，）

．小

学校児童に お ける食育は精神発達に と っ て 甫要で あ る

が，混合歯列期か ら永久歯列期 へ の 歯列成長発育の 時

期で もあ り， 歯科医師 に とっ て も機能的な永久歯咬合

を完成して い く上 で重要な時期で ある．

　急激な体位の 向上がみ られ る　
・
方 で，運動機能，特

に 口腔機能の 減退に よ る環境の 変化は 歯列弓形態 の 成

長に も何らか の 影響を 与え て い る可能性が あ る．歯列

の 成長発育 につ い て は数多 くの 報告がみられるが
［3U ）

，

本邦に お い て は 1964年の 大坪ら
Zi）

の報告が あ り，現

在で も矯正歯科臨床で こ の 数値が標準値 として 頻用 さ

れ て い る．

　そ こ で，本研究 は近年FI本人児童 7歳 か ら 12歳 （小

学佼 1 年生 か ら 6年生）まで の 6年問の 歯列弓形態 の

観察か ら，歯列弓幅径，歯列弓長径お よ び第
・
大臼歯

頬舌的歯軸傾斜角 の 成長変化 を調査 し，1964年 の 大

坪 ら
LTt）

と比較する こ ととした．

資料お よび方法

1．資 料

　資料は，H本大学松戸歯学部解剖人類形態学講座所

蔵の 千葉県松戸市立古 ヶ 崎小学校 （1996〜2002年）の

7 歳か ら 12歳 （小学校 1 年Hlか ら 6年 生 ）の 合 計 29

名 （男児 15名，女児 14名）の 6 年間に わ た る経年口

腔 歯列模型で あ る．選定条件 は 12歳 の模型 に お い て，

以 ドの 条件を満た して い るもの と した．

　  　第
・
大臼歯が Angle　l級関係で あ る。

　  　叢生 量 2mm 以 ドで あ る．

　  　乳歯の 残存が な く，永久歯咬合 が 完成 して い る．

　  　う蝕や形成不全な ど実質欠損や歯冠崩壊を した

　　　歯がない ．

　  　著しい 咬耗 が な い，

　  　歯冠形態，歯数および歯 の 位置の 異常が ない ，

　  　オーバ ーバ イ トが ド顎中切歯切端か ら歯冠長の

　　　2／3 まで，オ
ーバ ー

ジ ェ ッ トが切端か ら 3　Tnm

　　　以内で あ る．

　なお
， 資料採得 に あた っ て 事前 に 研究 の 日的，内容

を十分に説明 し，1司意を得た もの を対象と した，

II．方　法

　 1．計測方法

　歯列弓長径お よ び歯列弓幅径の計測に は，電 ’デジ

タル ノ ギ ス （MAX −CAL，ミツ トヨ，神奈川，最小 メ

モ リ 0．Ol　mm ）を 用 い
， 第

・
大 臼歯頬舌的歯軸傾斜角

の計測に は，高精度 こ次元デジ タ イザー （Micro　Scribe，

冂本バ イナ リ
ー
，東京）を用 い て 計測点を設定 し，得

られ た データを 31）／CAD 解析 ソ フ ト （KEY 　CREATOR

Version7．03，ク ボ テ ッ ク，大阪）に て 計測 した，高

精度 三次元デジタイザ
ーに て 計測点を設定する際，歯

列模型 は動か ない よう机と固定 し た
26）

．

　2．　育卜誤「1∫頁日　　（1叉ll，　2）
　計測項 日は 大坪 ら

25）
の 項 目と し，ヒ下顎 の 犬歯 （乳

犬歯）間幅径，第
一 ・第

一
t小臼歯 （乳臼歯〉舌側咬頭

頂問幅径，第
・
人臼歯近心舌側咬頭頂問幅径および ヒ

下顎歯列弓長径を計測した，さ らに，第
・・第t 小臼

歯 （乳臼歯）頬側咬頭頂間幅径，第
一

大臼歯近遠心頬

側咬頭頂問幅径 ， 第
一
大臼歯遠心舌測咬頭頂問幅径 お

よ び上 下顎第
一一

大臼歯頬 舌的歯軸傾斜角を計測 した

（図 1）．上下顎第
・
大臼歯頬 舌的歯軸傾斜角 に お い て

は
，

L顎歯列模型 の 基準平面 は切 歯乳頭頂 お よ び第
一

大臼歯の 近心歯間乳頭頂の 3点を通 る
’
ド面と し，切歯

乳頭を通 りll蓋縫線に 平行な直線を Y 軸，第 一
大 臼

歯の 近心 歯間乳頭頂を通 り Y 軸 と直行す る直線を X

軸，ヒ顎基準平面 と直行す る 直線を Z 軸 とした．また，

下顎歯列模型 の 基準平面は
， 切歯乳頭頂および第

一
大

臼歯の 近心歯間乳頭頂の 3点を通る
’
ド面とし，左右側

の 第 ：小臼歯 と第 ・
大臼歯の 歯間乳頭を通 る直線を X

軸，基準平 面上 で そ れ に 直行す る 直線を Y 軸，ま た

ド顎基準平而に 直行す る直線を Z軸 とした．計測部

位は
， 上 ド顎左右第 一

大 ri歯の 頬側面の 溝か ら咬合而

の 頬面溝へ の 移行点 と舌側面の 溝か ら咬合面の 舌面溝

へ の 移行点 の 2 点を通 る 直線が Z 軸 となす角度とした

（図2）．また，歯列弓幅径の 計測は，左右の 同名歯が

ともに 乳歯あ る い は永久歯で あ る場合の み計測し，頬

舌的歯軸傾斜角は左右 に お い て 有意差が認 め られな い

た め，左右 の
’1ノ均値を計 測値と した，未萌出歯や 乳歯

の 脱落時 に お い て は 計測 か ら除外 した．

皿 統計分析

　各年齢 に おけ る 各歯列弓幅径，歯列弓長径，および

L ド顎第
一・
大臼歯頬舌的歯軸傾斜角 の 各年齢間 に つ い

て StuClent　t−testに よ る有意差検定を行い ，そ れぞれ

危険率 5％ 以下をもっ て有意差の 基準とした，統計ソ

フ　トは JMP7　Statistical　Discovery　（SAS　Institute　Inc，製

Cavolina）を用い た．

IV 測定誤差

　計測は最初 に 計測 した日か ら 1か月後 に 2回目の 計

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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A 歯列弓長径　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F 第二 小臼歯 （第二 乳 臼歯）舌側咬頭 間幅径 （5−5 （L））

B 犬歯 （乳犬歯）間幅径 （3−3）　　　　　　　　　　　 G 第
一
大臼歯近心頬側咬頭 間幅径 （6−6 （MB ＞）

C 第一小 臼歯 （第一乳 臼歯）頬側咬頭 間 幅径 （4−4 （B））　 H 第
一
大臼歯近心舌側咬頭 間幅径 （6−6 （ML ））

D 第一小臼歯 （第
一

乳 臼歯）舌 側咬頭間 幅径 （4−4 （L））　 1 第
一
大臼 歯遠心頬 側咬頭 間幅径 （6−6 （DB ））

E 第二 小 臼歯 （第二 乳臼歯）頬側咬頭 間 幅径 （5−5 （B））　 J 第
一

大臼歯遠心舌側咬頭 間幅径 （6−6 （DL ））

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 1 計測項 目

。

δ

x・axis

　　　　　　　　　　 図 2　第
一大 臼歯頬 舌 的歯 軸 傾 斜 角

　上 下顎第
一大 臼歯 の 頬 側 面 の 溝 か ら咬 合面 の 頬面 溝へ の 移行 点と舌側面 の 溝 か ら咬

合面 の 舌 面 溝 へ の 移行点の 2 点 を通 る直線 が Z 軸となす角度

測を行 い ，同 標 本の 項目ご とに 1回 H と 2同目の計

測値 を求め，paired　t−test を用 い て 検定 を行 い，1）ahl−

berg の double　determination　methodz7
）

に よ り，各項 ｝
’1

の分散に 対す る誤差分散の H
’
分率 （error ％ ）を求 め た．

その 結果，最大誤差は距離計測で は 0981nm，角度計

測で は 0．25c以下 となりerror ％ は い ずれも 0．05− 1．81％

以
一
ドで あ っ た，

結 果

　歯列弓長径 と歯列弓嘔径の 平均値，標準偏差 お よ び

佃体数を表 L2 に，そ れぞれ の 変化 量， 変化率 およ

び有意差検定の 結果 を表 3，4 に示す．ま た，上
．
ド顎

第
一

大臼歯頬舌的歯軸傾斜角の 平均値，標準偏差お よ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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表 1 上 顎歯 列 弓長径，歯 列 弓幅径 〔3−3〜6−6 〔DL）〕お よび第
一

大臼歯頬舌側歯軸傾斜角

歯夕1」弓長径　　3．．34 ’t （B）　 4−4 （L）　 5−5 （B）　 5−5 （L＞　66 （MB ）　6・6 〔MI，＞　6−6 （DB） 6−6 （DL）　歯軸傾斜角

Age　Mean±S、L）．　Mean±S、D　　N’lean±S．D　　ML’aii土S．D．　Mean±S、D．　四lean±S、1）．　Mean±S、D．　Mean±S．D　　Mean±S．D．　ぎlean±S．D．　Mean±S．n

　　　　（N）　　　　（N）　　　　（N）　　　　（N）　　　　（N）　　　　（N〕　　　　（N）　　　　（N）　　　　〔N）　　　　（N）　　　　（N）

7

8

9

鱒

11

12

28．63づ：2．14　32．07± 2，14　40，90± 2．25　31．85± 2、37　46，〔Ki＝ 2．69　35．91⊥2．07　51．44士2．56　39、75± 2．02　53、51±2、56　41、33±229　9．45」：4．48

　 （1D　　　　　　（14＞　　　　　〔10）　　　　　（18）　　　　　（13）　　　　　（12）　　　　　（1〔））　　　　　〔ll）　　　　　（14）　　　　　（15）　　　　　（17）

29．綿±1．89　33．48＝ 2、15　41、89±2．33　32．53±2．00　16．55±2、89　36．63±2．L3　5L32±2．66　39，79； 2，26　53，32±2，60　．12、33±2．36　　8．04± 4．24

　 （26）　　　　　　（19）　　　　　　（21）　　　　　　（14＞　　　　　　（21）　　　　　　（12）　　　　　　（22）　　　　　　（23〕　　　　　　（19）　　　　　　（19）　　　　　　〔13）

30．33＝ 2．30　33、42±2、24　42．39± 2、娼　　32．85±2、19　・17．46±2．59　37．1〔〕十2．11　52．15±2、覗 　　40．39±2、46　M 、22±2、56　43．06エ 2．69　　7．37±4．27

　 （27）　　　　　　（17）　　　　　　（21）　　　　　　q7）　　　　　　（21）　　　　　　（12｝　　　　　　〔27）　　　　　　（26）　　　　　　（29）　　　　　　（29）　　　　　　（21）
30．33±2、43　34、．16± 2、52　43、53± 2、97　33、08± 2、89　47．9．2土2．23　37．42＋ 2．15　52．33±2．62　40．86±2、66　54．54±2、56　43，34±2、55　7．36±4．29

　 〔28）　　　　　　（21）　　　　　　（28＞　　　　　　（27）　　　　　　（27）　　　　　　（19＞　　　　　　〔28）　　　　　　（28）　　　　　　〔25）　　　　　　（2ヰ〉　　　　　　（24）
29、94±2．33　34、84± 2、45　44、39± 2．1｛8　33．Ol± 2．05　49．28士2．56　37．76±2、63　52．84ゴ：2．65　．n．09±2．25　5・・1．95±2．66　43．4 ±2．42　6．59±4．26

　 〔29）　　　　　　（26）　　　　　　（28）　　　　　　（27｝　　　　　　（26）　　　　　　（28）　　　　　　〔29）　　　　　　（29）　　　　　　（29）　　　　　　（27）　　　　　　（25）

29、4〔｝±2、4S　35ユ1±2．31　羽．31±2．41　32．77±2．23　49．醸 士2，33　37，83τ 2，56　52．84±2，67　41．27±2．15　55．2・t± 2．56　43．67±2．36　6、67± 4、50

　 〔16）　　　　　　（15）　　　　　　（16）　　　　　　（16）　　　　　　（15＞　　　　　　（15）　　　　　　（15＞　　　　　　（15）　　　　　　（15）　　　　　　（14）　　　　　　（11）

歯 列 弓長 径お よび粛 列 弓幅径 ： （mln ），歯軸傾斜角 ；（degl・ee）

　　　　　　　表 2 下顎歯列弓長径，歯列弓幅径 〔3−3〜6−6 （DL ）〕お よび第
一大 臼歯頬舌側歯軸傾 斜角

歯列弓長径　　3−．34 −4 （B）　4−．，1 （L）　5−5 （B）　　5
−5 （L）　6−6 （tl　B！）一．．一至：S．｛厘p　．6−6 （DB）　6

−6 （DI、）　歯軸傾斜角

Age　Mean±SJD．　Menn±S．D．　Mear1±S．D　Mean±S．D、　Mean±S．D．　Mean±S．D．　Mean＝ S．D 　Mean±S．1ユ　Mean±S⊥）．　Mean±S．L）．　Mear1±S．D．

　　　 （N）　　　　 （N）　　　　 （N）　　　　 〔N＞　　　　 （N｝　　　　 （N＞　　　　 （N）　　　　 〔N）　　　　 （N）　　　　 （N）　　　　 （N）

7

8

9

）〔1

1

2

1

　
1
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　 （凶〉　　　　　　〔25）　　　　　　（13）　　　　　　（12）　　　　　　〔13）　　　　　　（lD　　　　　　　（27）　　　　　　〔29）　　　　　　（23＞　　　　　　（26）　　　　　　（22）

25．89±2，11　26．70± 1．96　34．37±2、63　28．40± 1．56　40．〔〕4± 2．45　31．90士 1．98　45．58士 2．36　35．88± 2．64　48．33± 2．33　36．99± 2．65　15．86±6．91

　 （26＞　　　　　　〔19．）　　　　　　（16）　　　　　　（13）　　　　　　〔12）　　　　　　（18）　　　　　　（29．　）　　　　　　（29）　　　　　　（器）　　　　　　（28）　　　　　　（21）
25．27± 1．88　27、31±2、ll　35．Ol±2．03　28．70±2．42　40．68± 2．04　32．75± 2．13　45，67士 2，55　35，91± 2．90　r8．41ゴ：2．50　37．09±2，63　14．54±6．85

　 （29＞　　　　　　〔28）　　　　　　（27＞　　　　　　（25）　　　　　　（21）　　　　　　（2〔））　　　　　　（24）　　　　　　（24）　　　　　　（24）　　　　　　（23）　　　　　　（21）
24．84土2、06　27．29±2．33　35．59±2、18　2．　、Oq．±2、09　41．12±2．56　33．32±2．29　45、68±2、45　35，90±2．13　r8．51±2．29　38．16±2，01　L3．20±6．89

　 （24）　　　　　　（L9）　　　　　　（29）　　　　　　（28）　　　　　　（29）　　　　　　（29）　　　　　　〔22）　　　　　　（22）　　　　　　（2Lt）　　　　　　（22）　　　　　　（21）

L3．66±ユ．9．　9　26．75±1、41　35．50±2、26　2E　．10±L，1工　41、23±2．22　33、54±2、63　45、78±2．36　35，94±2、03　娼、79亡 2．15　37．63±2，13　11．69，±6．22

　 （20）　　　　　　（29）　　　　　　（20＞　　　　　　（20）　　　　　　（20）　　　　　　（20）　　　　　　〔18）　　　　　　（18＞　　　　　　（18）　　　　　　（18）　　　　　　（18）

歯列 弓長 径お よび歯列 弓幅径 ：（mm ），歯軸傾斜角 ： （degT
’
ee）

表 3　上 顎歯列 弓長径，歯 列 弓幅径 〔3−3〜6−6 （DL ）〕お よび第
一大 臼歯歯軸 傾斜角に お ける変 化量，変化率お よび各年

　　　齢 にお ける有意差検定
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1．歯列弓長径 （図 3）

　上顎は 9歳，下顎で は 8 歳まで 増加 し，その 後上下

顎 ともに 減少 した，
一

方 ， 大坪 ら
25〕

の 結果 で は ， 上

顎は 10歳，下顎は 9歳ま で増加 して い た．年間変化

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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表 4　下 顎歯列弓長径，歯列弓幅径 〔3−3〜6−6 （DL ）〕お よび第一大 臼歯歯軸傾斜角に お ける変化量，変化率お よび各年

　　 齢 にお ける有意差検定
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下顎歯列弓長径
12 〔age ）
●一 ●

平
均値

｣ 　▲ 増加 量 H 大 睇 平均 値 78C 犬

P1第 一 小臼歯 P2 第二小臼歯 M1 第 一大

歯 では上ド顎 と も 7 歳 から 8
歳が最

大で， E 顎は 変化量

．85mm ， 下顎 は変化量0．97 　mmで あ った， 　

{は，12 歳にお

て大坪 ら25 ）より 本結果がO． 841n

蛯 ｫいが， ド顎は本結果が0 ． 16mm 小さかっ た ，

II ．歯列弓 幅
径

　 1 ． ヒ ド 顎犬ti （ 乳犬歯 ）間 幅

（ 図4 ） 　 ヒ 顎犬 歯（乳犬歯）問幅 径 は7 歳 か ら

歳 ま で 増 加し た，人坪ら x ” ）の 結果 では ， 7 歳 か ら

n 歳 ま で増 加 し，それ以降 は 減 少 した．年間
変化量

は

ﾎから8 歳におい て 最 大で 1 ． 4

m
，
変化 量 の 最小 の 時期は8 歳から 9 歳 であっ た ．

歳 におい て は ，大坪ら25 ） よ り本 結果が 1，42
小

さかっ
た ． 　．ド 顎 犬 歯（乳犬歯）間 幅径 は ， 7

から 10 歳 まで は顕 著に増川し，ll 歳から12 歳間 で は

少し ，人坪 ら25 ｝ の 結 果と同様で あ っ た ． 年間変

は 7
歳から

8 歳 にお いて最大で 変 化 量O ． ｛　

@mm ， 変化量
の最
小の時 期は11 歳か ら12歳であ

た ．12 歳
に おい ては，大 坪ら 25 〕より本 結 果

1 ． 17mm 小さ かっ た． 　2 ． 上 ド顎第 ．・小

歯 （ 乳 臼 歯〉問 幅径（ 図5，6） 　ヒ顎第一 小臼歯 （乳

歯 ）の頬側 咬 頭頂間幅 径は 7 歳から11 歳まで増加

た．年間 変 化 は7 歳 から8 歳 に お いて最 大 で 変 化

O ． 99 　 mm，変化量 の 最小の 時 期 は 11 歳 から12

で あった ． ま た ，舌側咬頭 頂 間 幅 径 も同 様
であった

． 年間

化は7 歳から8 歳 に お いて 最

で変化
量0 ． 68 　 mm ， 変化 量の最小 の 時 期 はll歳 か ら
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図 6　上下顎第
一

小臼歯舌側咬頭 間幅径

●− 9 平均値

▲　 ▲ 増加量

H 大聯 平均値

7 8

G 犬歯
P1 第一小 臼歯

P2 第 二 小 臼歯
M1 第

一
大臼歯

　下顎第
一
小臼歯 （乳臼歯）の 頬側咬頭頂間幅径 は 7

歳から 8歳 で 顕著 に 増加 した．年間変化は 7歳 か ら 8

歳に お い て 最大で 変化量 1．〔｝1　mm ，変化量 の 最小 の 時

期 は ll歳か ら 12歳 で あ っ た．舌側咬頭頂閊幅径は，

12歳 に お い て は， 大坪 ら
2F”i

より本結 果が 0．82　mm 小

さか っ た．

　3，上下顎第、：小臼歯 （乳臼歯）聞幅径 （図 7，8＞

　 ヒ顎第 二 小臼歯 （乳臼歯）の 頬側咬頭頂間1隔径 は 7

歳か ら 11歳まで顕著に増加 した．年間変化は 10歳か

ら ll歳 に お い て 最大 で 変化 量 1．36　mm ，変化量 の 最

小の 時期は 11歳か ら 12歳で あっ た，舌側咬頭頂問幅

径 は，12歳 に お い て は，大坪 ら
Ll）

よ り本結果 が 0．90

mm 小さか っ た．

　 ド顎第 ：小臼歯 （乳臼歯）の 頬側咬頭頂闘幅径は 8

歳か ら 9歳 に お い て最人で 変化量 1．68mm ，変化量 の

最小 の 時期 は 11歳 か ら 12歳 で あ っ た．舌i則咬頭頂問

幅 は，12歳 に お い て は，大坪ら
2S）

よ り本結果が 0．59

mm 小さか っ た，

　4．上下顎第
一

大 Fr歯間幅径 （図 9〜12）

　上顎第
・
大臼歯の 近心 煩側咬頭頂間幅径の 年間変化

は 8歳 か ら9 歳 に お い て最大 で変化量 O、83mm で，変

化量の 最小の 時期 は 11歳か ら 12歳で あっ た，近心舌

側咬頭 」頁間幅径は，12歳 に お い て は，大坪 ら
25〕

よ り

本結果が 0，85mm 小 さか っ た．

　下顎第
．・

大臼歯の 近心頬側咬頭頂間幅径 は 7歳か ら

12歳まで 増加 した．年間変化 は 7歳か ら 8歳 に お い て

最大 で 変化量 1．24mln，変化量 の最小の時期は 10歳

か ら 11歳で あっ た．近心 舌側咬頭頂 間幅径 は，12歳

に お い て は，大 坪 ら
25 ，

よ り本結 果が 0、65mm 小 さか

っ た，

皿 ，上下 顎第一大臼歯頬舌的歯軸傾斜角 （図 13）

　上顎第
・
大 F噛 歯軸傾斜角は 7歳か ら 12歳 まで 減

少 し，歯軸傾斜が頬側傾斜か ら舌側方向へ 歯軸変化 し

た．また全変化量 は
一3．13°で，変化量が最人の時期は

7 歳か ら 8歳で あっ た， ド顎第 ・
大 Fl歯歯軸傾斜角 は

7歳か ら 工2歳 まで 減 少 し，歯軸傾斜が 舌側傾斜か ら 直

立方 向へ 歯軸変化 して い た．また ， 全変化量 は
一8．15

°

で ，変化量が 最大 の 時期は 7 歳か ら 8 歳で あ っ た，

考 察

　歯列弓長径 は 歯 の サ イズ の 影響 を受けるが，近年，

比較的短期間 に 歯の サ イズが増大して い る との報告が

あ り
US−ISt））

，歯列弓長径が わずか に 増大して い る要因の

．L
つ で あ る と考え られ る．ま た，乳切歯 に 比べ て永久

切歯 は唇側傾斜 が 大 きい 傾向に あるこ とか ら
31’i
，切歯

萌出期 で あ る 7歳か ら8歳 に かけて 菌列弓長径が増加

を示 して お り，大坪 らに 比 べ て 早 い 傾向が あ る，また，

大坪 ら と比較 し上顎 歯列弓長径 が 増加 した 要因 と し

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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図 13　上下顎第
一

大臼歯頬舌的歯軸傾斜角
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P1 第一小臼歯

P2 第二 小 臼歯
M1 第一大臼歯

て，歯列弓幅径の減少を歯列弓長径の増加で補償 して

い る こ とが考えられ，この 上顎中切歯 の 唇側傾斜 につ

い て は，近年の 児童の 上顎前歯部 の 唇側傾斜が 増 えて

い る との報告
／m

や，2005年の歯科疾患実態調査に お

い て も， オ
ーバ ー

ジ ェ ッ トが増大 して い る
11”｝

との報

告か らも推測され る．

　乳犬 歯間幅径 は 7歳か ら 8歳 に か け て 顕著な増加 を

示 した が，永 久 犬歯萌出後 は 増加量が 減少 した．人坪

ら
25）

は顕著な増加が み ら れ る時期を 6歳か ら 8歳と し，

切歯萌出期 に 乳犬歯間幅径が顕著 に増加すると述 べ て

い る，また，同様に 切歯萌出期に 乳犬歯問幅径の 増加

が認め ら れ る とい う報告も多い
134U

．乳犬歯間幅径の

成長量 は乳F1間 歯幅径 と比較 し大 き く，それ は 海原

ら
t’D

お よび人坪 ら
L’il

と同様の報告で あり，望月ら
川

は 切歯 の 萌出余地を得 る ため の 適応 と述 べ て い る．す

なわ ち，切歯部 に叢生が あ る場 合，犬 歯萌出後 は 犬 歯

間幅径 の 成長変化 が 期待 で きない た め
， 叢生 は生理的

に改善され に くい と考え られ る，

　第一
大臼歯問幅径は，上顎 は 8歳か ら9 歳，下顎 は

7 歳か ら 8歳 に お い て 最大 の 増加 が 認 め ら れ た．大坪

ら
25〕

の 成長 ピーク は
，

上 顎 は 9 歳か ら 10歳， ド顎 は

6歳か ら 7歳 で あ る と報告して お り， 1．顎 第
・
大臼歯

間幅径 の 変化 の ピーク は低年齢化して い た．さ らに，

12歳 に お い て の 1： ド顎第
一
大 F噛 間幅径 は 大坪 ら

25］

の 報告よりも小 さい こ とか ら，近年 の 児童 の 歯列弓幅

径は狭小化傾向に ある と考えられ る．

　上顎第一
大臼歯の 歯軸の 変化 は 頬側傾斜 か ら 舌側方

向に歯軸変化 しなが ら萌出し，側方歯群交換期 に は 近

心回転 を生 じ る
↓2〕

こ とか ら，上顎第
一
大臼歯間幅径

の 増加は 口蓋幅 の 成長が主体 とな っ て い る
411〕
．　・

方，

下顎第
一
大臼歯の歯軸の 変化 は 舌側傾斜か ら直立 方向

へ 変化 し て お り， 歯軋傾斜 に よっ て 歯列弓幅径が 増加

して い る． ド顎第
・
人 E」歯頬舌的歯軸傾斜角の 直立の

ピーク と ド顎 の 歯列弓幅径 の 増加 の ピークが ともに 7

歳か ら 8歳 で あっ た．こ の 時期は下顎第一
人臼歯の 歯

根形成期で あり
li）
，活発な 咀嚼運動をす る こ とが 「顎

第 ・
大臼歯間幅径 を増大 させ ると報告 され て い る

4．1）
．

　この よ うな歯列発育の 特徴か ら，第
・
大臼歯の 近心

移動を防 ぐ日的 で ホ
ー

ル デ ィ ン グア
ー

チな どの 保隙装

置 を用 い る こ とが あ る が，歯列成長の ピーク時で の使

用 は 歯列 の 側方成長を阻害する可能性があ るため ， 使

用時期 お よ び使用期間を考慮 す る必要が あ る．

　大坪 ら
L’51

と比較す る と，歯列弓 の 年間増加量 の ピ

ー
ク は低 年齢化 して お り，そ の後 の 総成長量 は少 な か

っ た．．．ヒ顎歯列弓長径 の 増加 と歯列弓幅径 の 減少 が み

られた．本講座 で は近年の食習慣の 変化が 咀嚼機能の

低 ドを起 こ し，歯列弓の 狭小化の 原因 と なっ て い る こ

とを報告 して い る
45｝
，今後 は 咀嚼機能 と歯列弓発育と

N 工工
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34 　　　0rthod　Waves−」pn　Ed　2010；69（1）：23−35

の 関連を調べ ，小学校児童の N 腔環境の 改 酵を図 りた

い と考えて い る，
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